
⇒

⇒

プリントやドリルパーク等を使い、基本的な計算等の反復や習熟に
取り組む。【週１回の実施】
特に課題が見られた、小数や分数の計算やわり算の筆算、四則混
合計算においては、スクールダッシュボードの授業アンケートから
児童の理解度を的確に把握した上で、低学年から系統性をもたせ
た指導を実施していく。【毎時間設定】

思考・判断・表現

自力解決につながるような工夫や手立てを立てた授業づくりを実
践し、自分の考えをもつことができる児童の育成を目指す。【R6
年度さいたま市学習状況調査「これまでの授業では、課題の解決
に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」の質問項
目において、肯定的な回答の割合が９０％以上】

<学習上の課題>
算数の「思考・判断・表現」に関わる領域では、他
の領域に比べ、無回答率が高い。

<指導上の課題>
立式や説明に困難を感じている児童がいる。

知識・技能

<学習上の課題>
算数「数と計算」において、正答率が６割程度の
問題があった。
<指導上の課題>
児童が反復・習熟に取り組む時間が十分ではな
かった。

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

知識・技能

思考・判断・表現

③
評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況 授業改善策【評価方法】

知識・技能

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤

思考・判断・表現

② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

次年度への課題と授業改善策

思考・判断・表現

知識・技能

⑥

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和６年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【文蔵小学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


